一番すぐれているのは愛

コリント人への手紙第１ １３章１～１３節
要節: １３節
「こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれているのは愛です。」

コリント人への手紙第１、１３章は最も素晴らしい愛の詩と言われています。多くの人たちがこの御言葉に心を動かされ、結婚式やグリーティングカード、本や音楽、そして映画にもよく使われます。パウロはこの手紙を、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こだい),古代)ギリシャのEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いちとし),一都市)コリントに住むクリスチャンにあてて書きました。ギリシャ語には「愛」という意味の言葉が何個かあります。情熱的な愛を意味するエロス、家族間での愛情を意味するstorge, 友人同士の愛を意味するフィリア、そして、神様の無条件で変わらない愛を意味するアガペです。パウロがこの章で使ったのは、「アガペ」でした。この愛の詩はとても美しいです。それは、神様の愛をよく表しているからです。私たちが神様の愛を知った時、ごく自然に他の人を愛したくなります。私たちが他の人を愛した時、皆が幸せになり全世界が一つになります。それが愛の力です。
コリントは多くの種類の人が住み、文化も様々な街でした。コリントの教会では、人々は色々な種類の霊的な賜物を持っていました。ある者は使徒であり、ある者は教師、助ける者、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おさ),治)める者、また異言を語る者もいました。私たちもそれぞれ賜物を持っています。強い人、美しい歌声を持つ人、忠実な人などです。それぞれの人にはそれぞれの賜物がありますが、賜物だけを使うのでは限界があります。しかし、私たちが互いに愛し合い、励ましあったとき、共に福音を力強くEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ち),地)の果てまで述べ伝えることが出来ます。
コリントの教会の人たちは愛し合っていませんでした。代わりに、それぞれがお互いに「私はあなたよりすぐれている」と言っていました。そして多くの議論や分裂がありました。それで、パウロは彼らに愛の秘密を教えたのです。１～３節を一緒に読みましょう。

「たとい、私が人の異言や、御使いの異言で話しても、愛がないなら、やかましいどらや、うるさいシンバルと同じです。また、たとい私が預言の賜物を持っており、またあらゆる奥義とあらゆるEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちしき),知識)とに通じ、また、山を動かすほどの完全な信仰を持っていても、愛がないなら、何の値うちもありません。また、たとい私が持っている物の全部を貧しい人たちに分け与え、また私のからだを焼かれるために渡しても、愛がなければ、何の役にも立ちません。」
もし私たちが、沢山の言語をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(りゅうちょう),流暢)に話せたらどんなにいいでしょう。言葉の心配をせず全世界を旅行したり、言語の講師として良い仕事をもらえるでしょう。もし私たちが、あらゆる知識に通じていて、奇跡を起こすほどの信仰を持っていたらどんなにいいでしょう。もし私たちがEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たいきん),大金)を貧しい人に与え、世界的なEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(う),飢)えを解決できたらどんなにいいでしょう。こうした賜物は全て神様の前に重要でEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かち),価値)があります。しかしながら、パウロは、愛がなければこれらの賜物には何の意味もないと言いました。
私が初めて日本に来た時、お弁当を買うのが楽しみでした。ですが、お店に行ってみると、お弁当の中にご飯が入っていませんでした。ご飯のあるべき場所は、空っぽだったのです。今なら、お弁当を買う時にご飯を入れるのだということがわかりますが、その時は、不完全なお弁当を見ている気がしました。おかずがどんなに美味しそうでも、ご飯のないお弁当は欲しくありませんでした。人も同じです。私たちが良い賜物を持っていても、愛がなければ、ご飯の入っていないお弁当のようなものです。クリスチャンは他の人を愛することを、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(さいゆうせん),最優先)しなければならないのです。では、私たちはどのような愛を持つべきなのでしょうか。
４節から７節までの中に、パウロは１５個の愛のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せいしつ),性質)をあげています。４節をご覧ください。「愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません。」パウロは愛を定義するのに、「寛容」から始めました。寛容というのは愛の中で最も重要なものなのかもしれません。ルカの福音書１５章で、イエス様はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(ほうとうむすこ),放蕩息子)のたとえ話をされました。父親は何よりも息子の帰りを待ちわびていました。父親は無理やりにでも息子を連れ戻すことも出来たでしょう。お金が全部なくなる前に戻って来い、と毎日メールすることも出来たでしょう。しかし父親はそうはしませんでした。その代わりに、広い心を持って、息子が自分から帰ってくるのを待っていました。神様の愛はこの父親の愛と似ています。旧約聖書を読むと、神様はイスラエルに対して何度も何度も寛容でした。神様は私たちにも寛容になってほしいと思われています。神様が私たちに対してどんなに寛容でいらっしゃるかを思ったら、私たちも他の人に対して寛容になれます。

神様の愛は親切です。このところ私の職場では長時間の残業が続いていました。個人的には、私はとても疲れていて、家に帰ることしか考えられませんでした。しかし、私と同じ立場にある、チームメンバーの一人は、他の人のことを考え、チームの皆に健康ドリンクを買ってくれました。小さなことですが、このことで皆は嬉しくなりました。これは親切な愛の一例です。
神様の愛は人をねたみません。他人にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(しっと),嫉妬)する人は、人を愛することが出来ません。そういう人は、誰かが成功したら、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たてまえ),建前)では「おめでとう！」と言うかもしれませんが、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほんね),本音)では文句を言っています。自分が成功したかったからです。EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まこと),真)の愛は、他の人が祝福されたとき、自分のことのように喜びます。

神様の愛は自慢せず、高慢になりません。高慢な人は何でも自慢したがります。自分の仕事や子供、教育、社会的な地位、貯金、車、コンピューターや携帯電話などを自慢します。他人からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(しょうさん),賞賛)されEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちゅうもく),注目)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(まと),的)になりたいと願っています。しかし、愛は高慢になりません。
５節をご覧ください。「礼儀に反することをせず、自分の利益を求めず、怒らず、人のした悪を思わず、」愛は自分の利益を求めません。自分の利益を求める人は、他人よりまず自分を満足させたいと思っています。しかし、真の愛はまず他人に仕えます。私たちが誰かを愛した時、自分のことよりもその人を満足させることが重要になります。
愛は人のした悪を思いません。EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だいとうりょう),大統領)

EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんきょ),選挙)の時によくあるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(せんじゅつ),戦術)は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(てきたい),敵対)するEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とう),党)の失敗を全てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(してき),指摘)して、自分のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とう),党)については、良いことだけを述べるというものです。しかし、神様の愛は人のした悪を思いません。十字架でのキリストの血を通して、神様は私たちの全ての罪を赦してくださいました。私たちが悔い改め、神様の赦しの恵みを覚えた時、神様が私たちを赦してくださったように、私たちも他の人を赦すことができるようになります。
６節をご覧ください。「不正を喜ばずに真理を喜びます。」真の愛は、人が真理を知るEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てだす),手助)けができることを喜びます。この世には、ギャンブルや盗み、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うそ),嘘)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(わいろ),賄賂)、またわいせつなことなど、多くの不正があります。私たちはこのようなことが普通に起っている日本の文化の中に住んでいます。しかし、真の愛は、それらをEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(う),受)けEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),入)れるべきではありません。真の愛は真理を喜び、罪やイエス・キリストを通しての赦しをEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やさ),優)しく教えるべきです。

７節をご覧ください。「すべてをがまんし、すべてを信じ、すべてを期待し、すべてを耐え忍びます。」「すべて」という言葉が４度EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(く),繰)り返されています。真の愛とは、ただ一部分だけ、とは違います。それは、クリスチャンとして、いつでもでも、どこでも、教会でも、学校でも、会社でも、道でも家でも、すべて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(じっせん),実践)しなければならないということです。
愛はすべてをがまんします。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(らんがい),欄外)の注意書きを読むと、「おおう」という意味もあります。また、英語の聖書には守るという意味の「protect」が使われています。イエス様が弟子達をおEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(め),召)しになったとき、彼らは様々な面で弱い者たちでした。しかし、イエス様はその弟子達の弱さをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(おお),覆)い、守り、神様の僕として成長できるように助けられました。イエス様はいつも羊を守ってくださる良いEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひつじか),羊飼)いです。
愛はすべてを信じます。信頼はEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けんぜん),健全)な関係の根本にあるものです。人は誰でも信頼されたいものです。しかし、まずどうやって他人を信じるかを学ばなければなりません。使徒の働きの中に良い例を見つけることが出来ます。サウロがEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とつぜん),突然)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(かいしん),回心)したとき、本当に変わったのかとEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うたが),疑)って、誰もサウロを信じませんでした。しかし、バルナバはパウロを信じました。バルナバがパウロを信頼したことで、パウロは神様の歴史のEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はしら),柱)となりました。信仰のある人は、神様にあって他の人を信じることができるのです。
学者によれば、愛とは何かを理解するのに一番良い方法は、４節から７節に出てくる愛という言葉を「イエス」にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(お),置)きEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),換)え、また「イエスは」が主語なる文にすることだそうです。そうすると、４節から７節はこうなります。「イエスは寛容であり、イエスは親切です。またイエスは人をねたみません。イエスは自慢せず、高慢になりません。イエスは礼儀に反することをせず、イエスは自分の利益を求めず、イエスは怒らず、イエスは人のした悪を思わず、イエスは不正を喜ばずに真理を喜びます。イエスはすべてをがまんし、すべてを信じ、すべてを期待し、すべてを耐え忍びます。」 
イエス様は一番優れた愛です。イエス様は地上にいた間、寛容に様々な人に仕えられました。イエス様は十字架への道でも寛容でEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がまんづよ),我慢強)く、世の罪をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(いっしん),一身)にEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(う),受)けられました。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(た),耐)えEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(がた),難)い痛みの中で、イエス様はご自分をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(はりつけ),磔)にした者たちのために祈りました。「父よ。彼らをお赦しください。彼らは、何をしているのか自分でわからないのです。」イエス様は寛容に私たちの罪をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(お),負)い、十字架で私たちの罪をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(あがな),贖)われました。イエス様は弟子たちに親切で、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひはん),批判)したりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 12(りっぽうしゅぎ),律法主義)にはなられませんでした。イエス様がペテロをEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(め),召)された時、ペテロがEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いわ),岩)となるEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のぞ),望)みをお持ちでした。ペテロは沢山の失敗をしました。しかし、イエス様はぺテロへの期待をなくしませんでした。イエス様はペテロが神様の羊の牧者となるまで、彼をEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つつ),包)みEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),込)みこむように愛されました。
イエス様の愛を考えると、私には他人に対する愛がEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),欠)けていたことを悔い改めます。私が聖書の勉強を始めたとき、私はとても高慢でした。しかし、神様の僕たちは、私が罪を告白し、キリストをEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つう),通)じて個人的に神様と会えるまで、変わることなく寛容でした。それからも私は同じ罪を何度もEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おか),犯)し、神様のお召しには足りない者でしたが、神様はそれでも寛容でした。私に対する、神様と神様の僕の愛はとても寛容であったにもかかわらず、私は他人に寛容ではありませんでした。妻や息子たち、またミニストリーの学生に対して、短気になることが何度もありました。ですが、この御言葉が神様の愛は寛容であるとEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あらた),改)めて教えてくれました。
８節から１３節では、パウロは愛の素晴らしさについてEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かた),語)っています。預言や知識はすたれますが、愛は決して絶えることはありません。今ははっきりとは見えなくても、いつの日か私たちはイエス様の前に立ち、顔と顔を合わせて見ることになります。私たちは完全とされて、イエス様の完全な愛のうちにEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えいえん),永遠)に生きることになります。また、このパラダイスで私たちは互いに完全な愛で愛し合うことになります。
愛は一番優れているのです。信仰と希望と愛はいつまでも残りますが、その中で一番優れているのは愛です。私達がクリスチャンであることを他人に示そうとしたら、どうするばいいでしょうか？かみ　に「私はクリスチャンです」と書いて背中に着けることでしょうか？　クリスチャンは愛するべきです。　イエス様が私達一人一人を愛してくださったように隣人に愛することができるように祈ります。
要節をもう一度読みましょう。

「こういうわけで、いつまでも残るものは信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれているのは愛です。」
PAGE  
5

